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慣用句の具象性についての一考察

伊 藤 眞

1．慣用句的意時の成立

1．1．構成要素の比喩的意啄

慣用句としての意味がどのようなメカニズムに基づいて成立するかを考えて

みると、まず、慣用句の中で、意味的に中核的機能を果たしている構成要素が

担っている比喩的意味（1exikalisch－phraseol咽ische Bedeutung）に着目する

必要がある。1以下の例を見てみよう：

（1）einAugeftiretwashaben

a eye for sth． have

ACC． ACC．

ゐsわcゐ∠などl々門紹乃∂乃ゐ，（ねs符♂吻●e

（力′ね才ゐ〃ピグ乍花街e乃席γg如αSゐα∂g紹

Der Vorwurf der Geschichtsfeindlichkeitist oft gegen die ModerIle er－

hoben worden．Aber Mies hat，Wie viele seiner Ko11egen，durchaus eg花

Aαge〆滋㌢dieVergangenheitgeゐαあ若．ErhatseineItalienfahrtabsolviert，

im Alter aucheine Griechenlandreise．

ZE‡T（1986，Kultur），28．03．1986，S．51

（2）eine feine Nase haben g才乃g乃∂gso乃滋プ℃死身お門g紹乃ゐα∂e乃，e払ノαS

a sensitive nose have プ滋7ゐ砲◆gg符SCゐβねe乃

ACC．

Abereskannkaumverwundern，daBgeradediesebeidell，dieUnpopul良一

res aussprechen，derzeit auch die popuはrsten Politikerin Deutschland

sind．DieⅥr説hlerゐαあe詑e孟詑e絶嘉詑e助昏edaftir，WerindieserPhasegesell－

schaftlicherUmb畑Chebereitist，Mutzuzeigen．ZumindestanderSpitze

1構成要素の比喩的意味についての詳しい説明は、伊藤 眞（1999a）参照。
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desくくPolitbarometers”gibtesbereitsfaktischeinegroBeKoalition．

MannheimerMorgen，17．02．1996，Politik

（3）einfeinesOhrf仏retwashaben e才邦力才乃eSg嘲婦乃滋乃施γβタ抄αSゐα∂g乃
a sensitive ear for sth， have

ACC． ACC．

DieL6sungdiesesProblemsist－Wiebetontwurde仙eineentscheidende

Voraussetzung紬rdieⅥreiterenocherね1greichereEntwicklung．Dietiber

2000ZuhorerimⅥ7eiten Saalder Unive‡・Siada…Halleゐα若宮e詑e孟柁 柁嘉柁e8

¢ゐ㌢花㌻H8hepunkteindenDiskussionsbeitr独en．DasⅥrarbeimVortrag

einererfahrenenGenossenschaftsbauerinzusptiren，dievonFreudenund

SchwierigkeiteninderEntwiciく1ungihrerb．eimatlichenGegendimPirin－

gebirgeerzahlte．

NeuesDeutschland27．03、1974，S．06

（4）腕がいい

都内のある病院の人間ドックでは、来た患者の多くに「胃におかしい影があ

る」と言っては、何回も内視鏡の検査を受けさせている。また山梨県のあ・る

人間ドックはPET（陽電子を使う画像診断）による精密検査が売り物で、

この検査をすれば、がんなどの組織に「ぷどう糖」が集まるから、ごく初期

でも発見が可能。だからドック費用1人当たりで1390万円でも安いと宣伝し

て「客」を集めている。…「がん」であるか否かの判定は、とくに早期の場

合、かなりデリケートだ。「がん」になる危険性が高いが、まだ「がん」と言

えない場合が問題なのである。劇化lい医者と信じて手術を受けるか、医者

の商売っ気を疑ってまず様子を見るか。その判断が難しい。

毎日新聞1997．11．23 朝刊 34頁

上掲の慣用句（1）～（4）では、それぞれ構成要素（1）Auge，（2）Nase，（3）Ohr，

（4）「腕」が慣用句の中で中核的な意味を担っていると考えることができる。こ

のことは、これら以外の構成要素は、慣用句の構成要素として用いられている

場合でも何ら特別な意味を示しておらず、通常の意味を表してし）るに埠ぎない

とも）うことからも確認できよう。即ちこれらの慣用句の示す意味は、もっぱら

中核的な構成要素が慣用句の申で表す意味機能（1exikalisch¶phraseologische
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Bedeutung）に基づいて生じていると考えることができる。2例えば慣用句（1）

～（3）では、慣用句が用いられているテクストとの関係から、構成要素Auge，

Nase，Ohrが、慣用句の中では「状況を正確に分析。判断する能力」という比

喩的意味を表しているということができるし、また（4）「脱がいい」の「腕」に

は、「技能。技術」という比喩的意味を付与することができよう。

1．2．慣用句の具象性

慣用句の中核的な構成要素の比喩的意味と並んで、慣用句の具象性も慣用句

的な意味を形成する重要な要因といえる。慣用句の具象性とは、ここでは「慣

用句の申でそれぞれの構成要素が、その文字通りの意味により表している事柄」

と定義することにする。例えば以下の慣用句を例に検討してみよう。

（5）sich ［mitetwas］indieNesselsetzen s才cゐみ号言方gね〃αが乙加αプ乍乃eゐ椚g才cゐゐe才ね乃

oneself ［withsth．］illthenettle sitdown あβプでgね乃

ACC． DAT． ACC．

（6）針のむしろに座っている

2

慣用句の表す意味が、構成要素が慣用句の中で表す意味機能から生じていると考えられ

る場合、その意味は、メタファーやメトニミ一に基づいている場合がある。例えば上述のeine

feineNasehabenの場合、身体部位Nase「鼻」に認められる「臭いを嗅ぐ」という典型的な

機能が、より抽象的な意味として理解され、「状況。情勢を正確に判断する能力」という比喩

的な意味が生じていると考えることができる。この場合、「正確」という部分については、構

成要素feinが担っていると考えることも可能であろう。何れにしても、「臭いを嗅ぐ」と「状

況。情勢を正確に判断する能力」の間には、ある種の連想関係を認めることができ、両者の

間にはメタファーの関係が存在すると理解できよう。一方、同じNaseという構成要素を持つ

慣用句pro Naseの場合は、以下のテクストからも明らかなように、NaseはPersonを意味し

ていると考えることができる。

pro Nase（pernose）

Ⅵras also tun？MtissellSich Kommunen starker anstrengen，mehr Killdergartelュin

Problemgebieteneinrichten？｛｛DieKommunenkそうnnengarnichtsmehrtulュ，Siesindbis

unter den Stehlくragen belastet”，gibt GabrieleⅥrichert zu bedenlくeIl．Stattdessen

SChはgtderKinderschutzbundvor，dieSozialhilfedurcheinbedarfsgerechtesKinder－

geldersetzen－ ttjenachAlterw良ren das700bis900MarlくタブーO肋ge”．DaB diese

Ideekaumfinanzierbarist，WeiBsie．DochdieUmsetzungdieserForderunghaltsieftir

politischabsolutvorrangig．SachederRegierungwareesauBerdem，denElterneille

angemesseneⅥrohnmと）glichkeitund…inersterLinie…dieArbeitslosiglくeitzumildern．
くてDamitⅥ7areVielenKindernsehrgeholfen．”

MannheimerMorgen，16．03．1996，Politik
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例えばドイツ語慣用句（5）を文字通りの意味で解釈すると、「イラクサ（辣のあ

る草）の中に腰を下ろす」となり、これがこの慣用句の具象性ということにな

る。「辣のある草の中で腰を下ろす」ことは、当然、不快な状態を生むことであ

り、このことから慣用句としての意味ト・がもとで窮地に陥る」が派生してい

ることは容易に想像できる。また（6）「針のむしろに座っている」についても、

不快な状態にあることが示されており、この具象性に基づいて「つらい立場や

境遇にあること」という慣用句的な意味が生じていると考えることができる。

このことから、（5）、（6）に挙をブられた慣用句は、（1）～（4）の慣用句のように、

構成要素が慣用句の中で担っていろ1exikalischwphraseologische Bedeutung

というよりも、それぞれの構成要素が文字通りの意味で示している具象性に基

づいて、慣用句としての意味が生じていると判断することができる。3

本論は、表題が示しているように、慣用句の具象性について考察することを

目的としているが、一口に具象性といっても、その種類は非常に多様である。

ここではNaseという身体の一部分によりPersonという身体全体を表していると考えるこ

とができる。即ちこの慣用句では「部分と全体」という関係を認めることができ、メトニミ

ーの関係を認めることができる。慣用句としての意味を形成する場合、メタファーとメトニ

ミヤは重要な要因に数えることができるが、本論では両者を厳密に区別し、それぞれの慣用

句においてどちらの関係が認められるかについて検討することは避け、慣用句の構成要素が

慣用句の中で表している意味機能を1exikalisch仰phraseologische Bedeutungという名称を

用も）て示すことにする。メトニミーの関係からPersonを表す身体部位としては、Naseの他に

Kopfを挙をブることができる。以下のテクストの中では、prOKopfのKopfもPersonの意味で

用いられている。

proKopf（perhead）

ZudemseidieAnbaufほcheumsechsProzent…indenneuenBundesはndernum14，6

Prozent－Zurtickgegangen．DieQualit凱derlⅣareseisehrgut．Auchdeshalbrechne
der Verband eher mit einem weiteren Anstieg des Verbrauchs．DieDeutschen veト

Zehren紹hrlichprog呼デ70KilogrammKarto打eln．DochfallendieKnollenindiesem
Jahrkleineraus，SOda6dieIndustrieftirPommesfritesaufderSuchenachdendicken
Kartoffelnist．

MannheimerMorge‡1，17．09．1994，Ⅵrirtschaft

3

ところで慣用句の中には、構成要素の比喩的意味と慣用句の具象性の両者が関与して、
慣用句としての意味が生じていると考えられる場合もあるが、この点については、本論の目

的とは直接関係しないので、立ち入らないことにする。慣用句の具象性と構成要素の比喩的

意味の両要因が関与して慣用句的な意味が生じていると考えられる例については、伊藤 眞

（1999a）S．193ff．参照。



慣用句の具象性についての一考察

（7）dieIiandgegen jn．erheben み5Cゐ晦卵形紺OJお花

the hand against sb．raise

ACC． ACC．

99

（8）klebrigeHandhaben z㍑∽Sねゐお乃紹βなど邦

Clammy hand have

ACC．

上例のふたつの慣用句についても、それぞれ慣用句としての意味は中核的な

構成要素Handの慣用句内における比喩的意味から生じているのではなく、文

字通りの意味により示されている具象性から形成されていると考えることがで

きる。例えば慣用句（7）では、文字通りの意味として「…に対して手を上げる」

という動作が示されている。ここでは、人を殴るときに手を上をヂるという動作

を行うことから「殴る」という慣用句的な意味が生じていると考えることがで

きる。一方、（8）では「べとべとした（粘着性のある）手をしている」が具象性

として示され、「盗み癖がある」という慣用句としての意味が生じていると考え

ることができる。（7）と（8）を比較してみると、（7）の具象性では、「動作」が問

題となっているのに対し、（8）では、身体部位である手の「特徴」が示されてい

る。このように同じ構成要素が用いられている慣用句でも、様々な具象性が示

されている。本論では、慣用句の具象性には具体的にどのようなものがあるの

かを分析。検討してみたい。

2。慣用句の具象性の分析

以下では具体的に慣用句の具象性を検討していくが、考察対象としては身体

部位を構成要素に持つ慣用句が選ばれている。それは身体部位が慣用句の構成

要素として多用され、またそれらを構成要素にもつ慣用句の具象性も多岐にわ

たっていると考えられるからである。

2．l．身体部位の状態変化

身体部位を構成要素にもつ慣用句の具象性としては、「身体部位の状態変化」

を挙げることができる。
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（8）groBeAugenmachen sおα殆ど乃，Sオcゐ紗〝乃血糊

1arge eye make

ACC．

（9）目を丸くする

（10）目を皿にする

（8）では、Augeの形が通常よりも大きく変化することが具象性として示され

ている。（8）に挙げられたドイツ語慣用句に対応する日本語慣用句としては、（9）

を挙げることができる。この日本譜慣用句では、「丸くする」という表現が用い

られているが、この慣用句では、「丸くする」は「大きく見開く」と同義で用い

られていると考えることができる。従ってこれらの慣用句については、「目の形

を大きく変化させる」という具象性でまとめることができる。そしてこの具象

性により、両者とも「あることに驚く」という感情の変化を表す慣用句的意味

が生じている。これは、驚いたときには通常、目を大きく見開くという表情の

変化と関係している。4 ところで（10）では、「目の形を皿のようにする」が具象性

として示されているが、この場合、「皿の形にする」とは、（8）、（9）と同様に「目

の形を通常よりも大きく（丸く）する」の意で用いられている。従ってこの慣

用句でも（8）、（9）と同じ具象性が示されていると考えられる。このことから「目

の形を大きくする」という具象性により、「驚く」という慣用句的な意味が生ず

るということは、日独慣用句において共通して認められる関係ということがで

4ドイツ語においても、grOBと並んで日本語の「丸い」に対応するrundが「目」の形の変

化を示す形容詞として用いられる場合がある。この場合も「驚き」を意味する慣用句の構成

要素として用いられている。（下例参照）

Die Russen wuBten genau，Welche K6pfe und K8rper sie haben wollten：Auf den

BlumenprlnZen，einenaztekischenGottmitlebhaftemGesichtsausdrucl（，hattensiees

abgesehen．AuchdasedleBronze－HaupteinerIierrscherinausdemK6nigreichBenin
（heuteNigeria）erregteihreAufmerksamkeit．DiebeidenMannheimerVOlkerkund－
1er Dr．Henning王きischof und Dr．Kl串uS Born椚αe如e花ダブ・0ββr〟托de A托ge花und

Staunte王1nicht schlecht tiber die Treffsicherheit der Kollegen aus der UdSSR．Die

hattenjaechtAhnungunddeutetendieRenommiersttickemitgr6BtemSeltenheits－

WertganZlockerausdenSammlungell，Ihr王∋ittenね王1dGeh8r：Sowohlderhiibsche
Aztekenprinz“Ⅹ0Ⅹhipilli”alsauchihrel（8niglicheSch6nheitausAfrilくaWerdenauf

Reisengehen．

MannheimerMorgen，11．08．1989，Lokales
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きる。5

（11）jm．str護uben sich die‡iaare

芦b． bristle oneself the hair

DAT． ACC． NOM，

（12）jm．stehendieHaarezu Berge

sb．stand the hair to mountaill

DAT． NOM．

（13）身の毛がよだつ

101

カ柁d．ゐ才e7／SCゐ和Cゑe邦，g邦ねeね才

勿dゐタグ作Cゐ和魂e乃，g死ねgね′

（11）～（13）は、「毛髪の状態が変化する」ことが具象性として示されている。

これらの場合も、「毛髪が逆立つ」という通常とは異なる状態に変化することが

示されており、この具象性に基づき、「ぞっとする、あまりの恐ろしさで、体中

の毛が逆立つように感ずる」という慣用句としての意味が生じている。

（14）目が飛び出る

（15）開いた口がふさがらない

（14）及び（15）についても、「目が通常の状態から大きく変化する」ことが具象

性として示されており、この具象性から（14）「ひどく驚く」、（15）「相手の態度

や行為にあきれ返ったり、あっけにとられる」というそれぞれ感情の変化を表

す慣用句としての意味が生じているといえる。

上述のように、（8）～（15）までに挙げられた慣用句では「身体部位が通常の状

5（10）に挙げた慣用句「目を皿にする」は、「驚く」という慣用句的な意味を表すだけでは

なく、「物をよく見る。観察する」という意味で用いられる場合もある。（下例参照）

日本の教育は高校までは質的に高い水準に達しているが、大学、大学院は国際比較からみ

るとかなり落ちる。海外から教授をどんどん入れ、自由に競争させるとか、若い人たちが
国際的な刺激に自らをさらし、いろいろな経験をすることが大事だ。東欧に行くと日本人

のビジネスマンはせいぜいポーランドかハンガリーで見る程度。韓国人が旧ソ連のありと
あらゆるところでg紹のよブにんで歩いているのに比べると寂しい気がする。

毎日朝刊1997．1．臥 3頁
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態から大きく変化する」という共通する具象性を認めることができ、この具象

性により「感情の変化」を表す慣用句的な意味が生じていると考えることがで

きる。このことから、具象性と慣用句的意味とのあいだに

身体部位の形（状態）の変化＝感情の変化

という関係を設定することができ、この関係は、日独両言語の慣用句において

共通して認められる特徴といえる。

2．2．身体部位の特徴

以下に挙げられた慣用句は、身体部位の特徴が具象性として示されているも

のである。

（16）nichtsals HautundKnochensein

nothingbut skin alld bone be

NOM． NOM．

（17）骨と皮だけである

〃∂ggなαおe椚曙gγ才sβ才乃

（16）と（17）は、文字通りの意味で解釈される具象性から「やせ細っている」

という慣用句的な意味が生じている。ここでは、「肉がなくて骨と皮だけ」とい

うやせ細ったときの外見上の特徴に基づいで慣用句としての意味が生じている

と考えられる。ところでここに挙げられた日独慣用句は、具象性及び用いられ

ている構成要素とも同じであり、完全な対応関係にあると見なすことができる。

（16）と（17）が身体部位そのものを具象性として示しているのに対し、（18）以

降に挙げられた慣用句は特定の身体部位の特徴が具象性として示されているも

のである。

（18）einelockereZunge haben gg砂畑Cゐなぶ♂才邦

a loose tangue have

ACC，
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（19）eineloseZungehaben gg乃β純な伽プ乍＆カゼCゐg月g∽g戊紺プ曙g紹Zα∽αCゐg紹

a loosetangue have

ACC．

（20）eineschwereZungehaben 紹才cゐオ柁滋酢紺α乃滋5gg乃

a heavy tangue have

ACC．

（21）einespitze

a pointed

Zungehaben gわ乍g純な㍑プ堵∂osゐq伽βg∽e戊αプ聯乃Zび梢焔Cゐβ乃

tangue have

ACC．

（22）口が軽い

（23）口が重い

（24）口が悪い

（18）～（21）では、Zunge「舌」のそれぞれの特徴が具象性として示されてい

る。それぞれ（18），（19）「緩んだ舌」、（20）「重い舌」（21）「とがった舌」とい
う文字通りの意味により示される具象性から慣用句としての意味が生じている

と考えられる。（18）～（21）までのドイツ語慣用句と（22）～（24）に挙げた日本語

慣用句とは意味的に対応関係にあるものである。例えば（18）、（19）と（22）、（20）

と（23）、（21）と（24）がそれぞれ対応していると考えられる。慣用句に用いられ

ている語彙については、ドイツ語ではZunge（舌）が、一方日本語では「口」

が用いられているように、両言語のおいて違いが認められる。ところで（20）と

（23）は、日独慣用句において「重い」という共通する形容詞が用いられている

が、慣用句の表す意味においては両者に遠いが認められる。ドイツ語慣用句（20）

では、「（洒を飲み過ぎて）うまく話せない、舌がもつれる」というように、も

っぱら「アルコールによる原因」という前提があるのに対し、日本語慣用句（23）

では、そのような前提はなく、一般的に「口数が少ない、あまりしゃべらない」
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という「性格。性質」を意味している。6 ところで日本語慣用句（22）と（23）は、

「軽い」と「重い」というように、意味的に対立する形容詞が用いられいるが、

両慣用句の表す意味が完全に対立関係にあるとは言いにくい。

（22）口が軽い

王被告は昨年7月から6件の中国人集団密航でさい配を振った在日蛇頭だっ

た。…暴力団組員は王被告の指示で、密航船から乗り換える漁船、密航者を

運搬する保冷車、隠れ家の準備などを担当。こうしたきめ細かさは土地勘の

ある日本人が適したという。暴力団対策法施行後、新たな資金源を求めてい

た暴力団にとっても渡りに船。暴力団の介在で密航の成功率は格段にアップ

したとされる。しかし、三被告はこううそぷいた。「でも日本の暴力団は口が

磨い。組んだのは失敗だったかもしれない」

1997．9．25 毎日新聞朝刊 29頁

（23）口が重い

男は∠フが著■いくらいのほうがいい、というのが祖母の口癖でした。

井上（1992）167頁

上例が示しているように、「口が軽い」はテクストの中で「言ってはいけなも）こ

とや言わなくてもいいことまで言ってしまう」という意味を示している。一方

「口が重い」の場合は、テクストでは「仁】数が少ない、あまりしゃべらない」

を意味している。即ち（22）では、「言ってはいけないこと、言わなくてもいいこ

と」が前提としてあり、それを不用意に口に出してしまうことが意味されてい

るのに対し、（23）の「口が重い」の場合には、「言ってはいけないこと、言わな

くてもいいこと」というような前提の有無は問題ではなく、あくまでも一般的

に「口数が少ない、あまりしゃべらない」という「性格。性質」が問題とされ

ていると考えられるよ このように両慣用句は表す意味レベルにおいては、完全

な対立関係にあるということはできない。

「口が軽い」と対立する意味で用いられる慣用句としては「口が堅い」を挙

げることができる。

6ドイツ語慣用句（20）eineschwereZungehab占nの意味では、うまく話せない原因とし

て、飲酒が前提となることから、日本語慣用句「呂律が回らない」が対応しているというこ

ともできよう。
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（25）口が堅い

彼女は∠プの響いことでは、クラス山番でしょう。
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林（1992）295貢

（25）では、「口が堅い」は「秘密などを他人に漏らさない」を意味しており、

この慣用句は「秘密」という、「言ってはいけないこと」が前提として存在して

いる場合にもっぱら用いられることから、慣用句の表す意味のレベルで「口が

軽い」と対立関係にあるといえる。7

ところでドイツ語慣用句について構成要素の対立関係を見てみると、（20）で

形容詞として用いられているschⅥ7erと語彙レベルで対立する1eichtを用いた

eineleichteZungehab占nは、慣用句としては存在しない。また日本語慣用句

の「口が軽い」に対応する意味を表すドイツ語慣用句としては、（18）及び（19）

を挙げることができる。このことから日独両慣用句では、「重い（schwer）」－

「軽い（1eicht）」という語彙レベルでの対立関係が、慣用句の表す意味レベル

での対立関係には反映されていないということができる。

いずれにしても（18）～（25）に挙げられた日独両言語の慣用句は「舌」と「口」

という身体部位の特徴が具象性となっており、それに基づいて慣用句としての

意味が形成されていると考えることができる。

（26）miteisernerStirn ㍑7乍g柑Cぁおオねブイgcゐ

with
iroIl forehead

DAT、

（27）手が長い

（28）腹が黒い

7

しかしながら「口が重い」も「口が堅い」と同様に、「言ってはいけないこと、言わなく

てもいいこと」が前提としてある場合に用いられることがある。（下例参照）

社内のスキャンダルを取材するマスコミに対して、社員の∠フぼ一様に磨かった。

林（1992）295頁

この場合、「口が重い」は、「スキャンダルという前提があり、社員はそれをなかなか口に

出さなかった」という意味で解釈できる。上に挙をヂたテクストでは、「口が重い」を「口が堅

い」に置き換えても文意が大きく変わることはない。この場合、両慣用句の違いは「口に出

す程度」の違いにあるとも考えられる。即ち「口が堅い」を用いると、「口が重い」よりも、

「スキャンダルを口にする度合いがより少ない」という印象を受ける。
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（29）尻の穴が小さい
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（26）～（29）の慣用句も、身体部位（26）「額」、（27）「手」、（28）「腹」、（29）「尻

の穴」の特徴をもとに、それぞれ（26）「動じない」、（27）「盗み癖がある」、（28）

「意地が悪く心に悪だくみをもっている」、（29）「臆病で度量が狭い」という、

慣用句としての意味が生じている。

以上、（16）～（29）について述べたことから、身体部位の特徴を具象性として

いる慣用句では、「性格。性質」を慣用句の意味として表している場合が多く、

具象性と慣用句の表す意味との間に．は

身体部位の特徴＝性格。性質

という関係を設定することができる。そしてこの関係も日独慣用句に共通して

認められるということができる。

2．3．身体部位の動きを封ずる

（30）an王i触denundF臼8en酢buildensein プ乍たゐ≠乃αCぁざe才殆ど∽カ℃才e乃一桁gお粥ゐα乃滋加

at hands and feet bound be ゐ♂乃符g紹

DAT． DAT．

（31）手も足も出ない

（32）jm．SteineindenⅥreglegen カ乃．Scゐ乙〃ggγな滋g言お乃あg柁才ね乃

Sb．stonein the way lay

DAT．ACC． ACC．

（33）jm．dieSteineaus demⅥ7egr宜umen 席γみゐ滋ゐ紺由痛点β才お花∂どぶβ才物死

ぬ the stoneout［of］theway clear

DAT． ACC． DAT．

（34）足を引っ張る



慣用句の具象性についての山考察 107

（30）に挙げたドイツ語慣用句の具象性は「手と足が縛られている」であり、こ

の具象性をもとに（31）と同様の意味「手段が全く見つからず困り果てる」が生

じていると考えることができる。（30）、（31）の具象性は、更に「自由な動きを

封ずる」と一般化できる。（32）についても、「道に石を置く」という具象性から

ト・の邪魔をする」という慣用句としての意味が生じている。（33）は（32）と対

立する意味を示す慣用句である。8（34）も足を引っ張られることにより、自由な

動きが妨げられ、「物事の進行を妨げる」という慣用句としての意味が生じてい

ると考えることができる。このことから、

身体部位の自由な動きを封ずる ＝妨害。困難

という具象性と慣用句的な意味との間の密接な関係を設定することができ、こ

の関係は、日独両言語において密接な関連性を認めることができる。9

2．4．身体部位の不快な状態

（35）Gesichtverlieren 5e才乃A乃Sgゐg乃〃gγ〟g柁乃

face lost

ACC．

（36）顔がつぶれる

（37）顔に泥を塗る

（38）耳が痛い

8（32）と（33）においては、慣用句の表す意味との関係からSteinに「妨害物」という1exi－

1は1isch－phraseologischeBedeutungを認めることも可能であろう。

9「自由な動きを封ずる」と「妨害。困難」との関係は、身体部位を構成要素にもつ慣用

句以外の慣用句でも認めることができる。例えば「八方塞がり」は、「周囲がふさがれていて

自由に動き回ることができない」という具象性が示されており、この具象性をもとに「息詰

まった状態を打開できない」という慣用句的な意味が生じている。またドイツ語慣用句jn．in

Schachhaltenについてもト・をチェスの王手に封じ込める」という具象性から「…の活動を

封じる」としiう慣用句の意味が生じており、「自由な動きを封ずる」と「妨害・困難」との関

係を認めることができる。



108 伊 藤 眞

（35）～（37）までの日独慣用句は、ほぼ同じ意味を表しているといえる。（34）

の具象性は、「顔を失う」であり、この具象性から「面目を失う」という慣用句

の意味が生じている。ところで（35）～（37）の慣用句の具象性は、「不快な状態」

を示していると考えることができる。これにより「面目を失う」という「都合

の悪い状態」を表す慣用句としての意味が生じていると考えることができる。

（38）についても、「耳が痛い」という不快な状態に基づいて、「自分の欠点を指

摘されて聞くのが辛い」という意味が生じている。

（39）jm．bl鮎tderⅦ▲indinsGesicht

sb．blow the windinto ねce

DAT． NOM． ACC．

ブ∽d．ゐα才eg邦βざCゐ紺β柁Zわ才才〃07J♂γ

耶柑e才ね乃ゐ作ゐz彷ねゐg邦

（40）逆風が吹く

（39）では、「風が顔に吹きつける」が具象性として示されており、（40）につい

ても逆風を一番感ずる身体部位は「顔」であることから、両慣用句は同じ具象

性を示していると考えられる。「顔に逆風が吹きつける」というのは、決して快

適な状態とは言えず、このことから「反対勢力の激しい抵抗にあう」という慣

用句としての意味が生じているといえよう。以上のことから、

身体部位の不快な状態＝不都合な状態

という具象性と慣用句としての意味との関係を設定することができよう。

ところで（35）～（40）に挙げた慣用句については、慣用句としての意味の成立

する過程を、例えば次のように示すことができる。

Ⅰ．身体部位の不快な状態（具象性）

ⅠⅠ．身体部位の典型的機能と関連付け

ⅠⅠⅠ．身体部位の典型的機能にとっての都合の悪い状態（慣用句的意味）

Ⅰでは、それぞれの慣用句の具象性が示され、ⅠⅠでは、その具象性に示され

た「不快な状態」が、その慣用句の構成要素として用いられている身体部位の

示す典型的な機能と関連づけられる。例えば（35）～（37）で用いられている身体
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部位「顔」は、ここでは「体面。面目」という意味を担っている。また（38）の

「耳」は、その典型的機能として「聞くための器官」が考えられる。そしてⅠⅠⅠ

では、それぞれの身体部位の典型的な機能を踏まえて、その機能に関して都合

の悪い状態を表す慣用句としての意味が生ずるのである。（39）と（40）について

も、これらの慣用句の中心的な構成要素と意識される「顔」は「体面。面目」

という機能を果たしており、それに基づいて「さまざまな抵抗にあって難しい

状況にある」という「体面。面目を失いかねない状態」を示す慣用句的な意味

が生じていると考えることもできよう。

2．5．身体部位の温度の変化

ここに挙げたグループは、身体部位の温度の変化という具象性でまとめるこ

とができるものである。

（41）jm．kochtdasBlutindenAdern ノ∽dゐ吉seゐγgγ咽ちざgゐγZOγ紹な

sb． boil the bloodin the vein

DAT． NOM． ACC．

（42）血が沸く

（43）勝が煮えくり返る

（44）kaltesBlut behalten sgゐプ′あgゐgγ作Cゐβ邦，々αJg∂払砲一∂／e才∂e乃

COld blood keep

ACC．

（45）頭を冷やす

（41）では「血が血管の中で沸き立つ」という具象性から「怒っている」とい

う慣用句的な意味が生じている。ここではkochen「沸き立つ」という動詞が、

また（42）と（43）の日本語慣用句についても「沸く」、「煮えくり返る」という語

から温度の上昇を連想することができる。一方、（44）及び（45）では反対に、「身

体部位の温度の下降」が兵象性として示されており、この具象性をもとに「冷

静。冷淡」という慣用句としての意味が形成されている。このことから、
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身体部位の温度の上昇 二 怒り。興奮

身体部位の温度の下降 ＝ 冷静。冷淡

という慣用句の具象性と慣用句的な意味との関係を認めることができる。

2．6．身体部位の位置の変化

身体部位の温度の変化ではなく、身体部位そのものの位置が変わることが具

象性とされる慣用句もある。

（46）dellKopfhochtragen ゐocゐ椚ガgなぶgg乃

the head high carry

ACC．

（47）denKopfobenbehalten プウオcゐ才滋乃肋g〃gγg才g柁抑

the head high keep

ACC．

（48）dieNasehochtragen gわ喝℃∂才娩才ざg才乃

the nose high carry

ACC．

（49）鼻が高い

（50）鼻っ柱が高い

（51）dieOhrenhぬgenlassen 死才β滋曙どぶCゐ吻β乃ざg才乃
the ear hang let

ACC．

（52）denKopfhangenlassen 卵塔郎オわざsβ才裾

the head hang let

ACC．
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（53）肩を落とす

（46）～（53）では「Kopf（頭）、Nase（鼻）を高く持ち上げる、あるいは持ち

上げた状態にしておく」という具象性が示されており、それぞれ（46）「尊大で

ある、うぬぼれている」、（47）「勇気を失わない、毅然としている」、（48）「う

ぬぼれている」という意味をもつ。また（49）、（50）についても「鼻」という身

体部位については、同様のことが当てはまる。一方、（51）と（52）は、「Ohren（耳）

とKo〆（頭）を下げたままにしておく」という「身体部位を下げる」ことが具

象性となっており、この具象性をもとに「意気消沈している」という意味が生

じていると考えられる。また（53）の具象性についても、「肩が通常より低い位置

にある」ことが示されており、この具象性から「落胆する」という慣用句とし

ての意味が生じているといえる。（46）から（53）までに挙げられた慣用句の具象

性と慣用句の表す意味との関係を以下のように示すことができる。

身体部位の上昇＝ 自慢。自信（過剰）

身体部位の下降＝落胆。意気消沈

2．7．身体部位の開閉

（54）Augenzudr臼Cken β如αS乃αC如才cゐg改組0ぁぁノOJゐ乃dガ∂g和gゐg乃

eye sbut

ACC．

（55）目をつぶる

（56）口をつぐむ

（57）耳を塞ぐ

（58）DenMundaufmachen βね〃がぶ堵e乃，柁滋乃

the mouth open

ACC．
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（59）口を開く
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（60）jm．dieAugen6ffnen カ甘．ゐ畑あeγα句碑妙e乃，甘〃才e〟乃gブタg以g才cゐe如．g乃

sb．the eye opeIl 沖わ塘′gcゐゐg才才■ねg，

DAT． ACC．

上記の慣用句では、その具象性として「身体部位の開閉」を認めることがで

きる。例えば（54）では、「目を閉じる」という具象性により「欠陥などを目をつ

ぶる」という意味を示しており、日本語慣用句（55）と構成要素及び慣用句の表

す意味について、完全な対応関係にあると見なすことができる。（56）と（57）に

ついても、「身体部位を閉じる」という具象性を認めることができ、それぞれ（56）

「話すのをやめる」、（57）「聞こえないようにする」という慣用句としての意味

を表している。一方、（58）及び（59）は「口を閃ける」、また（60）はト・の目を閃

かせる」というように「身体部位を開ける」という具象性が示されている。そ

してそれぞれ（58）と（59）は「話す、話し始める」を、（60）は「・‥に真実を知ら

せる」を意味している。以上琴べたことを踏まえて「身体部位の開閉」と慣用
句の表す意味との関係を次のようにまとめることができる。

身体部位を開く ＝身体部位の典型的な機能の開始

身体部位を閉じる ＝身体部位の典型的な概能の停止。遮断

（54）、（55）は、「目を閉じる」ことにより慣用句の構成要素としての「目」が

表す典型的な機能である「観察◎監視」という機能が停止することが示されて

いる。また（56）と（57）では、「［コ」、「耳」の典型的な機能である「話すこと」

そして「聞くこと」が停止すると理解することができる。一方、（58）、（59）で

は、「口」の機能の「話す」が開始され、また（60）では慣用句の構成要素として

の「目」の重要な意味である「観察。監視」の機能を開始させることが問題に

なっていると理解することができよう。
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2．8．身体部位の清濁

（61）schmutzigeHandehaben s才cゐβね〃αSゐαあg乃之αSCゐαJdβ乃々0桝∽g乃払ssg乃

dirty hands have

ACC．

（62）sich nicht die Finget schmutzig machen 5わゐ柁わ始之朗SCゐα娩乃如プ犯例♂乃

oneself not the finger dirt）r mal（e 払se乃

DAT ACC．

（63）手を汚す（汚さない）

（64）reine／saubere‡iandehaben わ乃∽gγα乃S結花（鞄・geゐα乃滋g才ゐα∂β乃

pure／ ciean hands 圭IaVe

ACC．

上に挙げた慣用句は、それぞれ「身体部位を汚す（汚さない）」という具象性

を示していると見なすことができる。（61）では「汚れた手をもつ」、（62）では「自

分の指を汚さない」を具象性としている。そしてこの具象性から「自ら罪を犯

す（犯さない）」という慣用句としての意味が派生している。日本語慣用句（63）

も構成要素である「手の汚れ」をもとに同様の意味が生じている。ところで（61）

～（64）までの慣用句の表す意味は「違法な、あるいは不利益を被るような仕事

を行う」と一般化することができよう。10一方（朗）は「きれいな手をもってい

る」というように、「身体部位が汚れていない」ことが具象性として示されてお

り、（61）～（63）までの慣用句とは対立する意味を示している。

このことから（61）～（64）に挙むブた慣用句の具象性と慣用句の表す意味との関

係については、以下のようにまとめることができる。

身体部位を汚す ＝否定的な仕事を行う

身体部位を汚さない ＝否定的な仕事を行わない

10身体部位を構成要素にもたない慣用句でも「汚れ」が具象性の中で示されていると、同

様の慣用句としての意味を表す場合がある：「泥をかぶる」、「汚れ役を引き受ける」等。ま

た、（37）で挙をヂられた慣用句「・‥の顔に泥を塗る」についても「身体部位の汚れ」と関連づ

けることもできると思われる。
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3．結 語

本論では、慣用句の中でも多数認められる、身体部位を構成要素にもつ慣用

句を対象に、それぞれの慣用句の具象性、そしてまた具象性と慣用句の表す意

味との関係について考察を行った。慣用句の表す具象性に注目することは、日

本語とドイツ語という、文法構造をはじめとして大きく異なった発展過程を経

てきた言語同士の慣用句を比較対照する場合にも有効な考察手段と見なすこと

ができ、今後さまざまなタイプの慣用句の分析に援用していきたい。
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